
(5)超伝導mixed stateのホール効 果
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渦糸運動に伴 う第二種超.伝導体のホール伝導度 とその温度依存性と脅,上 部

臨界敢場 よりやや下で不純物膏多 く含む場合につvlて敏視的理論によって諌べ

たoTc に革ま り近 く食い範囲でホール角は次のよ うになるO
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この式一で分子の 第 1項 は ノ ー マ ル金属のホール簸乗が緩和痔問の超伝導による
変化を通 じて変 わ る 部 分 ( static)であり,第 2､項は電場によってオーダパ
ラメタが時間 依 存 性 を も ち , か つひずむ(渦糸運動)ことによって渦糸のしゃ
-い電流が 全 電 流 に 寄 与 を も つ 部分Lfluc.tu占tioIP)である｡後者は従来 の
(Caroli 射Id Maki そ の 他 )叡敬いでは得 られ夜V,が電子の状態密度の 敏

一A5-



海老沢董道

分を残す ように注意す ることにより導かれるo 後者はとくに温度がTc Vt近づ

くに従ってT/I)eHC2 の形で発散し,観測されているふるまいを定性的に説

明で きるO また,ゆ らぎの領域で議論されたことと同じで fluctuation 項

(AL項に対応)はノーマル状態の 0ぉよぴstatic項 .(Maki項に対応)と

バン ド構造依存性が異 るので,単純夜バンド構造で,超伝導状態に入ると0が

増すだけでた く場合によっては,合金系で逆に減少するもの もあり得るo

(Prog'Theor,Phys. 投稿準備中)

(4)動的超伝導ゆ らぎによる反磁性

兵木和美,高山

T〉 Tcでの超伝導ゆらぎによる反敵性への寄与は, 巨視的 (5次元的)読

料の場合には打 与 で発散することが知 られている1)(ワニ (T-Tc)/Tc)O

接近SQUIr)脊用いて･非常に広い温度･及び磁場領域にやたる磁化が測定

されてい るが 2), これによると磁化は芳以外に強vi磁場及び温度依存性のある

ことが示された ｡ これまでの麓化へのゆらぎ効果の計算には,ゆ ちぎの静的成

分 (.時間によらない部分)しか考慮されていをかったが,我々はこの理蘭 と上

述の実輪 との不一致は動的成分か らの寄与によるもの と考えた.

一般に超伝導ゆらぎに起囚す る自由エネルギーは,粒場め存在する場合

F,ニーT｡数 ,m en (
7rT

Dk2+2eDB(2n十1)十Ia'ml十E｡ノ' (1)
),

で与えられる.但し, Dは電子の拡散定数, eo三方(T-Tc)/8,QJm-47FTmL,/

n2.0及びmは整数･ eB/打は-つのランダウ準位に伴覆う位相空間での性格
Dk2は役場 と平行方向の運動による寄与であるO (1)式はGinzburg-Lanldau

汎関数を汎関数積分す ることによって得 られるが∴BCS理論 より出発して,

Feynmanの関係式を用V,れば直接導出することもで きる (但しTc の近傍に

限って) ｡
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